
【選択科目】              令和８年度 シラバス            岐阜県立池田高等学校 

教科名 理科 科目名 生物 年次 ２年次 単位数 ２ 

教科書 生物（東京書籍） 副教材 リード lightノート生物（数研出版） 

１ 科目の目標 

生物や生命現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して。生

物や生物現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する。 

２ 学習について 

① 授業における学習方法 

生物の授業において必要なことは興味・関心をもって授業に臨むことである。授業ノートを作成し、重要な用

語の暗記に留まらず、「なぜ」その現象が起きるのかを自分の言葉で説明できるとよい。 

② 復習の方法 

復習：次の授業の最初に、先生の質問に口頭で答える。 

③ 家庭学習のポイント等 

語句の丸暗記に終始しては科学的なものの見方や思考力は身につかない。多くの演習問題に取り組み、文章や

データを読み取る練習をすること。また、日常的なニュースや身近な自然環境から学習項目に関連する内容を

探し、実際に観察を行うことで理解を深めることが大切。 

３ 学習計画 

考査  単元名（学習項目） 学習内容（ねらい） 

 

 

前期 

前期 
中間 

＜生物の進化＞ 

・生命の起源と細胞の進化 

・遺伝子の変化と進化の仕組み 

・生命の起源、地球環境の変化と細胞の進化について理解する。 

・交配実験の結果などの資料に基づいて、遺伝子の組み合わせが変化

することを理解する。 

前期
期末 

・生物の系統と進化 

 

・遺伝子情報の変化が、どのように生物の進化に結びつき、生態系との

かかわりによって現生態系が構成されたのかを探究的に理解する。 

・生物の系統と進化についての特徴を観察等によって見出す。 

 

 

後期 

後期
中間 

＜生命現象と物質＞ 

・細胞と分子 

・代謝 

・生体物質と細胞に関する資料、タンパク質に関する実験観察などを

通して生体物質の機能を生命現象と関連付けて学ぶ。 

・呼吸と光合成について実験・観察を通して探究し、生態系でのエネル

ギーの流れを総合的に理解する。 

学年
末 

＜遺伝情報の発現と発生＞ 

・遺伝情報とその発現 

・DNAの複製の仕組みを資料に基づいて探究的に学ぶ。 

・DNA 情報の発現の仕組みとそれらの発現の仕方によって細胞に多様

性が生じることを理解する。 

４ 観点別評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生物学の基本的な概念や原理・法則

の理解を深め、科学的に探究するた

めに必要な観察・実験などに関する

基本的な技能を身に着けている。 

観察、実験などを行ったり、与えら

れた資料を分析するなどして、科学

的に探究する力を身に着けている。 

生物や生命現象に主体的にかかわ

り、科学的に探求しようとする態度

と、生命を尊重し、自然環境の保全に

寄与する態度を身に着けている。 

５ 評価方法                               計７０時間（５０分授業） 

上記の観点を踏まえ、授業に取り組む姿勢、定期考査・課題考査における成績、授業ノートの提出状況、実験観察

における態度や発表とレポートを以下の割合で総合的に評価する。 

 知識・技能…４０％ 思考・判断・表現…３０％ 主体的に学習に取り組む態度…３０％ 

 


